


















① 前輪が空転して駆動力を発揮できないとき
　 前輪に自動的にブレーキをかけて空転を抑えながら、
　 後輪に適切な駆動力を伝えて前進します。

② 三輪が空転して前片輪しか駆動できないとき
　 三輪に自動的にブレーキをかけて空転を抑えながら、
　 残る前片輪に駆動力を伝えて前進します。

③ 後片輪が空転して駆動力を発揮できないとき
　 後片輪に自動的にブレーキをかけて空転を抑えながら、
　 残る三輪に駆動力を伝えて前進します。

Safety

Safety

安定した挙動を保つ4ESP®

（4エレクトロニック・スタビリティ・プログラム）と
坂道発進時に安心なヒルスタートアシスト
Rクラスには、フルタイム四輪駆動の4MATICと、ABS（アンチロック・

ブレーキング・システム）の機能を統合し、フルタイム4WD専用に最適

化された4ESP®を標準装備。センサーにより、各輪のタイヤが適正な

グリップ力を保ちきれないとコンピューターが判断すると、一輪または

複数の車輪へのブレーキングや、エンジン出力の制御を自動的に

実行。四輪の駆動力配分を常に適正化し、ドライバーがコントロール

しきれなくなる前の極めて早い段階で安定した走行姿勢への回復を

図ります。また坂道発進時に、ドライバーがブレーキペダルから足を

離した後も1～2秒間制動状態を保持し、ブレーキペダルからアクセル

ペダルに踏みかえる際の後退や前進を防止する、ヒルスタートアシスト

を採用しました。

※4ESP®の効果は、タイヤのグリップ力が限界を超えない範囲で発揮されます。

追突回避に役立つアダプティブブレーキライト
25km/h以上の速度で走行中、ドライバーがアクセルペダルから急に

足を離してブレーキを踏み込むと、コンピューターが急ブレーキの前兆

と判断。後続車が明確に視認できるようブレーキランプを点滅させ

ます。また、70km/h以上でアダプティブブレーキライトが作動した

場合、車両停止後にハザードランプも自動で作動します。

狭い場所での安全確認をサポートする
サイドビューカメラ
助手席側のドアミラーに内蔵したカメラでとらえた画像を、COMAND 

システムの6.5インチワイドディスプレイに表示。ドライバーから死角と

なる助手席側の状況確認を容易にします。また、ステアリングを切った

ときに予測される助手席側後輪の軌跡を黄色いラインで示すなど、

視覚的な側面から運転操作をサポートします。

4ESP®による悪路登坂の走行例 ※ブルーの車輪に駆動力が伝わっています。

サイドビューカメラ

R 350 4MATIC BlueEFFICIENCY

ボディカラー：オブシディアンブラック
（オプション装着車）

卓越した走破性を生むフルタイム四輪駆動、4MATIC
Rクラスは街中、高速道路、そしてオフロードまで、常に快適で安定

した走行性能を発揮する4MATICを採用しました。これは、エンジン

トルクを前輪50%：後輪50%の比率で配分するフルタイム四輪駆動。

通常のオンロードから雪道まで、様々な路面で安定したトラクションを

発揮。しかも4MATIC専用に

開発された4ESP®により、走行

状況に応じて四輪の駆動力配

分を常に適正に維持します。

※写真・イラストはイメージです。また写真は欧州仕様車のものであり、日本仕様とは異なる場合があります。
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